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「スベクテーター」にみられる教育論
18世紀初期『ジェントルマン』概念研究の手がかりとして
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A Few Remarks on the Discussions 
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For a study of the notion of the gentleman 
in early Eighteenth-Century England 
Takeshi Y AMADA 
The object of this study is an attempt to clear the idea of the gentleman in early eighteenth 
century in relation to its social structure. It may not be too much say that the formation of the 
idea of the gentleman in England has tended to take their ideas from Europe and been infected 
by the way of thinking that had d巴rivedultimately from Castiglione. The idea of the gentl巴man
of England has formed the spiritual nucleus of the modern English culture. Such idea of the 
gentleman as this， however， includes essential difference in value， function， recognition， and 
attitude according to each society， history， and culture. From this point of view， the notion of the 
gentleman in early eighteenth century will be discussed here， mainly concerning the education of 
the gentleman treated in The Spectator. 
序 問題意識と研究の視点
先屈は，いわゆる“Shakespeareの時代"と言われる
近代初期イギリスの『シェントノレマン』概念の手がかり
として， Shakespeareの諸作品を拠所として，あくまで
も彼の意識下における『ジェントノレマン』概念を追究し
た。今回も当時の生きた人々の意識の把握といった歴史
的研究方法で18世紀初期， アディソン， スティーノレによ
って刊行された〈スベクテーター〉を拠所として，あく
までも彼等の意識下における『ジェントノレマン』概念を，
同誌において展開される『ジェントノレマン』教育につい
ての描写を試みながらテーマへのアプローチを試みる。
又，本論はイギリス資本主義の発展に伴なって変化した
と思われる『ジェントノレマン』概念の問題を設定するた
めの大雑把な予備的試みである。
さて， ピューリタン革命，名誉革命という二つの革命
を経験したイギリスを支配したものは近代市民社会に迎
合するような生活の諸規範であったと言われる。そこで
はロックのし、う教育理念こそはかのエリオット， ミノレト
ン等の教育理念にとってかわる時代であったとも言われ
るのである九かかるこのような時代背景にあって，アデ
ィソン，スティーノレによる〈スベクテーター〉が， ロッ
クによって準備された思想的風土がすで1こ形成されてい
たにせよ，同誌が18世紀初期イギリス社会において受容
されるべき性格のものであったことは，アディソンが
My publisher tells me， that there are already 
Three thousand of them distributed every Day :') 
と語るように，早くも10号で1日の発行部数が3000部
に達したということは，同誌の意図が十分認められてい
たことを物語るものであろう。又， このようなことは18
世紀初期イギリス社会をみるのに，その手がかりを提供
してくれる格好の素材であるとも言えよう。しかしなが
ら， {スベクテーター〉をもって18世紀初期のイギリス社
会が反映され尽しているわけではない。それはあくまで
も同誌自身の視角を通しての問題提起であり，解決方法
の手段であったと解釈されるべきものであろう。しかし，
二つの革命を経てイギリス社会に成長定着してくる中産
的生産者階層をも対象としたこの〈スベクテ-?ー〉が3)
同時代に対する〈スベクテーター〉的視角による社会像，
人間像の試みて、あっても，それがBasil，Willyが指摘す
るようなことであればベその内容の分析を試みること
は，ある面においては18世紀初期グギリスの社会像，人
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間像を追究できるものと思われる。さて， {スベクテータ
ー〉が取り扱った問題は多岐にわたる。しかしその中に
あって教育に関するテ マは比較的多くの紙面が割かれ
ている。本論は， {スベタテーター〉で展開される教育論
の内容が， 18世紀初期イギリスの人間像，強いては『ジ
ェントノレマン』教育について言及されていることに注目
しながら， {スベクテーター〉的視角を通して，あくまで
も彼等の意識下における人間像， wジェントノレマン』教育
がどのようなものであったのかを若干検討してみた。史
料としてはGregouy，Smithによって編集された“The
Spectator" (everyman's Lib， 4 vols)を使用した。
〈スペクテーター〉の社会像
ここにおいては〈スベクテーター〉の読者階層を分析
しながら，同誌の世界にみられる社会像を描写してみる。
さて， {スベクテーター〉の目的はアディソン，スティー
ノレ泊:
. that I have brought philosophy out of 
closets and Libraries， schools and Colleges， to 
dwell in Clubs and Assemblies， at Tea-Tables 
and in Co妊ee-House.')
I shall take it for the greatest Glory of my W ork， 
if among reasonable Women this Paper may 
furnish Tea-table Talk6) 
As the gr巴atand only End of these my Specula-
tions is to banish Vice and Ignorance out of the 
Territories of Great Britain.7) 
と言うように政治とは無関係な日常生活における社交
的雰囲気のもとで， しかも悪徳と無知を追放することで
あったと言うのである。つまり彼等は〈スベクテーター〉
的方法で18世紀初期イギリス社会における行動規範の形
成を意図したものと思われる。結論めいた表現をするな
らば， {スベクテーター〉こそロックによって養成された
思想的風土を基礎として社会像の思想的再構築をはかっ
たものと思われる。さて，非政治的スタイノレをとる〈ス
ベクテーター〉はどのような階層をその読者対象と考え
ていたのだろうか。以下， {スベクテーター〉の記すとこ
ろによって論じてみたい。
I would therefore in a very particular Manner 
recommend these my Speculations to al well 
regulated families.B) 
I would recommend this paper to the daily 
Perusal of those Gentlemen whom I cannot but 
consider as my good Brothers and allies， 
Under this Class of Men are com 
prehended al contemplative Tradesm巴n，titular 
Physicians， Fellows of the Royal Society， 
Templers that are not given to be contentious， 
and Statesmen that are out of Business :9) 
I have lately called the Blanks of Society， as 
b巴ingaltogether unfurnish'd with Ideas， til the 
Business and Conversation of the Day has 
supplied them川
このように， {スベタテーター〉は上記のような階層こ
そ同誌の読者対象としてふさわしいものと考えていたと
思われるが，それはまさしく上流階層を主体としたもの
であったように思われる。それではイギリスの近代化を
押し進めたと言われる中産的生産者階層は対象として考
えられていなかったのだろうか。そこで考えられること
は， {スベクテーター〉がTheBlank of Societyと言う
ような，つまり商売や日常生活以外には何ら無関心とい
った階層一一， ここにこそ属するように思われるのであ
るが，しかしながら中産的生産者階層の生活観と言えは，
A Penny saved is a Penny got，") 
というようにピューリタン的であり，かっLabour
and Restというように，いわばその人生観は生産的世界
であったのに対して， {スベクテーター〉の世界は社交界
という，いわば消費的世界で‘あり，又一方では，
“Numbers are so much the Measure of every 
thing that is valuable"12) 
というような人生観に対して〈スベクテ -fJー〉のよ
うに毎号が古典的教養主義的感覚を強くとるものとは対
照的世界を感じるのである。結論めいた表現をとるなら
ば， {スベクテ ター〉の世界はSirRoger de Goverly 
とし、う伝統的『ジェントノレマン』の描写に重点がおかれ
ていたように思われるのである問。要するに〈スベクテー
ター〉が描き出す世界はヴェブレンのいう「有閑階級の
論理Jそのものが条件の世界であり， ウェーパーがし、ぅ
「資本主義の精神」をもった中産的生産者階層の世界で
はなかったように思われる。つまり〈スベクテーター〉
のいう社会像は，所得とその消費生活行動が社会的地位
の基準となった社会であったろうと思われるlへ
I {スベクテーター〉の教育論
「教育こそ人聞に大きなちがし、をもたらす」同， という
ロックの教育思想は〈スベクテーター〉の読者階層に，
いわゆる支配者階層としての新しい秩序の確立を期待し
たものと思われる。換言するならば， {スベクテーター〉
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は18世紀初期イギリス社会におL、て常識化されたロック
の教育思想、をより迎合的社会秩序の確立を目指す教育思
想、を上流階層社会に展開したものと思われる。さて， こ
こでは「時代の代弁者JI6)といわれる〈スベクテーター〉
が具体的にはどのような教育論を展開しているのかをみ
てみる。まずはその前提として18世紀イキリス社会体制
を支持する〈スベクテ タ 〉の政治への期待について
ふれてみる。
Good of Mankind and the Perfection of human 
N ature， which ought to be the great Ends of al 
civil 1nstitution.l7) 
というように18世紀初期社会体制を容認 Fる〈スベク
テーター〉は政治への期待を人間性の完成におくのであ
る泊入 しカ 3しな泊、ら，
Besides Poverty and Want， th巴re ar巴 other
Reasons that debose the Minds of Men， 
This natural Tendency of despotick 
Power to Ignorance and Barbarty.IS) 
というように貧困と無知，それに専制権力を非難する
のであり，結論的には，
Riches and Plenty are the natural Fruits of 
Liberty.19) 
というのであるが， トレヴエリアンの言葉を倍りて言
うならば， 18世紀イギリス社会はイギリス独特の自由の
原理が個人企業の繁栄をも可能ならしめた時代であり，
このエネノレギーこそは産業革命を準備せしめた要因て、こ
そあったろうと思われる。まして重要なことはこの社会
的条件こそは18世紀イギリス社会秩序を維持し続けたの
である 20)。さて，人間性への完成にいたる過程を社交，読
書，思索であるという〈スベクテーター》的世界が考え
る階層がもはや上流階層であったことは明白であろう。
では〈スベクテーター〉が描く人間観とはどのようなも
のであったろうか。
Faith and Devotion natur且lyrrow in the lVIind of 
every reasonable lVIan， who sees the Impressios of 
Divine Power and Wisdom in every ubject on 
which he casts his Eye21) 
そしてこのような理性的存在としての人間は教育によ
って形成されていくというのであるが， {スベクテ タ
ー》では教育の意義についてこういうのである。
1 consider an Human Soul without Education lil日
lVIarble in the quarry， what Sculipture 
is to a Block of Marble， Education is to an 
Human Soul. The philosopher， the Saint， or the 
Hiro， the Wis巴， the Good， or the Great Man， very 
ogten lie hid and concealed in a plebean， which a 
prop巴rEducation立1ight，have disenterred， and 
have brought to Light.22) 
さて， ここで注目したいのは《スベクテータ 》が生
まれ，地位，家柄などとは無関係に教育の意義を述べて
いることではなかろうか。ここにおいては，“bom
gentleman"に去二I寸る“bredgentleman"の概念が重視
されているように思われる。それは18世紀初期イギリス
社会において向白の原浬がもたらした上流階層の余裕を
みることができるのであるが， さらには《スベクテータ
ー》の世界がフノレショア的社会構成を志向するようなも
のであったとも思われるのである。このようなことは同
誌が教育の意義について述べた後で，教育は次のような
環境でこそより効果，期待が得られるということからも
十分推察されよう。そして《スベクテ タ 〉は教育環
境について次のようにいうのである。
The middle Conditions seems to be the most 
advantageouly situated for the gaining of 
Wisdom， Poverty turns our Thoughtst too much 
upon the supplying of our羽Tants.，and Riches 
upon enjoying our Supperfiuities: 1n 
short， the middle Condition is most eligible to the 
Man who would improve himself in Virtue :23) 
このように， {スベクテ タ 》は富者でも賞者でもな
い，いわゆる中位の環境を維持している階層にこそ教育
の向上が期待できるというのである。このようなことは
同誌が社会的上昇を続ける18世紀初期イギリスの上流階
層に対しての諸規範を示す役割を持つ性格のものであっ
たことを考え合わせれば，教育の対象としての上流階層
の要求との合致がみられるのも当然であったろうと思わ
れる。さて， {スベクテ←ター〉で展開される教育論が，
時代的にも主主頭してくるヒ流階層を主たる対象としてお
り， このような理由から同誌が究極的に目指した人間像
が支配者としての教育論を展開したのは当然のように思
われる。事実， {スベクテーター〉が具体的に列挙する教
育上の課題は支配者としての，いわゆる伝統的『ジェン
トノレマンjの教育としてノレネサンス以降くり返し展開さ
れてきた教育論と酷似したもののように忠われるのであ
る。それでは以下， {スベクテーター〉の世界で展開され
る教育論について，や L長い引用にはなるが，いとわず
列挙してみるとこうである。
A private Education promises in the first place 
Virtue and good Breeding， a publick school 
manly Assurence， and an early Knowledge in the 
羽Tayof the World.24) 
a private Education seems the most natural 
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乱4巴thodfor the forming of a virtuous Man: a 
publick Education for m呂kinga Man of Business 
25} 
Certainly the t孔leEnd of visiting Foreign Part， is
to look into their Customs and Policies， and 
observe in what Particulars they excel or come 
short of our own.26} 
At present therfore an unconstrained Carriage， 
and a certain Openness of Behaviour， are the 
height of Good Breeding. The Fashionable W orld 
is grown fre巴 andeasi巴 OurManner sit more 
lOQse upon us: N othing is so modish as an 
agreeable Negligence. In a word， Good br巳eding
shows it self most， Where to an ordinary Eye it 
appears the least.27} 
このように〈スベクテーター〉の世界で展開される教
育論がつまり，公教育と私教育との比較，外国旅行の必
要性について，さらには徳性2S} 教養等，又古典的教育と
実務教育制といったものは，時代的反映はあるものの大
部分の目的が支配者階層を対象としたものであったこと
は疑いのないところと思われる。さらに〈スベクテータ
〉はこういうのである。
Poverty is apt to betray a Man into Envy， 
Povery is too often atended with 
Fraud， vicious Compliance， Repining， Murmur 
and Discontent.30} 
このように， {スベクテ←ター〉の教育論は上流階層を
対象として成り立つものであり，それはまさしく『シェ
ントノレマンjを『がヱントノレマン』ならしめるための教
育論であり，広く有閑階層の生活態度と『ジェントノレマ
ン』的教養の教育論であろうと思われる。そこにはまだ
D デフォ 的『シェントノレマン』の概念は願望の範囲内
でしかなかったと思われる 31}。
II {スペクテ ター〉の『ジェン卜ルマンJ像
さて， {スベクテータ 〉にみられる教育論が時代的条
件反映をみせながらも，それが支配者階層としての
“bred gentleman"的教育論の展開であったことをみ
た。ここでは〈スベクテ タ 〉の1世界が期待する『ジ
ェントノレマン』像についての描写を試みる。
N 0， Man ought to h丘vethe Est回 mof the rest of 
the World， for any Actions which are disagreea-
ble to those Maxims which prevail， as the 
Standards of Beh旦viour，in the County wherein 
he lives.32} 
A Man whose Fortune is plentiful， shews an Ease 
in his Countenance， and Con註dence in his 
Behaviour， he th呂tis und巴rWants and Difficulties 
+- .-， ('0.."Y¥，.. 33) cannm assume
he that gourns his Thouylits with the巴verlasting
Rules and of Reason and Senc巴， most have 
something so inexpressibly Graceful in his W ords 
and Actions， that very Circumstance must 
become him.'4} 
さて， {スベクテ ター〉において展開される『シェン
トノレマンJ像は， ロックがし、う社会的秩序確立のための
『ジェントノレマン』像とは多少性格が違っているように
思われる。そこには，いわゆる〈スベクテーター〉がえ
がき出す政治体制に生活する，つまり 18世紀初期イギリ
ス社会に融合しつつ支配者階層としての教養を身につけ
た『ジェントノレマン』像であったように思われる。〈スベ
クテータ 〉の世界でいう『ジェントノレマンjとは， rジ
ェントノレマンJ的意識を持った階層に認められるような
生活，行動様式の所持者ではなかったろうか。又， この
ような〈スベクテ タ 〉的『ジェン卜ノレマン』像は，
やがて産業革命を経て成長定着してくる中産的生産者階
層の『ジェントノレマンj志向のモテ、ノレともなるようなも
のではなかったろうか。〈スベクテ タ 》のいう『シェ
ントノレマンJとは，要するに
to be a Fine gentleman， isto be a Generous and 
a Brave Man.35 
と言うような性格のものであり ，>ぇ
Sev巴ralobliging Deferences， Condescensions， and 
Submissions， with many outward forms and 
ceremonies that accompany them， were first of 
al brought up among the politer Part of 
Mankind， who lived in Courts and cities， and 
distinguished themselves from the Rustick part of 
the Species (who on al occasions acted bluntly 
and naturally) by such a mutual Complaisance 
and intercourse of Civilities.36} 
と言うように〈スベクテーター〉の世界における『シ
ェントノレ 7 ン』とは“Politea man"であったと思われ
る。そしてこのような『シェン卜ノレマンJのイメーシは
同誌で展開される教育論の中にも多数散在するように思
われるのである。
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暫定的結論
18世紀初期の『シェントノレマンJ概念を，アディソン，
スティーノレの〈スベクテーター〉にみられる教育論を手
がかりとしてその大雑把な追究を試みてきた。さて，経
済史，政治史諸研究が教示してくれる17，18世紀のイギ
リスが近代史形成の時期であったことは，また近代イギ
リスの『ジェントノレマンJ概念を究明していく上でも重
要な時代であったろうと思われる。このような時代的条
件下にあって〈スベクテ- sー 〉の描く社会像は所得と
その消費生活行動こそ社会的地位のシンボノレであった
り，一方ではロックの思想的風土の上に成り立つ社会で
あったろうと思われる。そして〈スベクテータ 〉にみ
られる教育論もそのような社会を維持するための展開が
みられたように思われる。しかしながら，一方ではSir
Amdrew Freeportのような人物の登場は， {スベクテ-
Fー〉の置かれた社会的状況を感じとることができるの
である。それにしても〈スベクテーター〉の描く『ジェ
ントノレマンJ像は秩序ある自由と富の上に成り立った社
会的人間像としての『ジェントルマンJではあっても，
まだD デフォーやSスマイルズが主張したような『ジ
ェントノレマン』像ではなかったように思われる。
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